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	 令和元年、日本丸マスターズゴルフ大会	

	 恒例の日本丸マスターズゴルフ大会、第４１回がいつも

の「富士エースゴルフ倶楽部」で行われました（１．１０．

２１（月））。スタートＯＵＴ１番、ティーグラウンド近く、

雄の雉が現れました‘（後ろ姿）、最初は、はく製かと思い、

近づくと、のそのそと動き始めた、見事な羽根の色（赤、

茶色等）見せて、頑張れ、見ているよ！と言ってくれてる

様子。一番スタート、張り切って、ティーショト、残念、

見事な大テンプラ！一汗も二汗もかくだろうと思いつつ

ラウンド開始、フェァーウエイにはウサギの糞が散見され、

自然の中、まさにカントリー倶楽部に居る気分になる。 
三島市街が、薄もやの中に浮かんでいる。箱根の山々も

曇り空の向こうに見える。 
ＯＵＴ７番、ミドルホール、素晴らしいゴルフプレーを

見ました。第１打、見事なフェードボール、第２打、左下

がりのかなり難しい、アドレスから難なくオレンジ色のカ

ラーボールは、グリーンオン、ピン側へ、パットも見事に

沈めてバーディー！このホールの攻略法は、これしかな

い！Ｙ氏（団長）のあふれる笑顔が苦闘している私を癒し

てくれ

ました。 

秋の

訪れ、赤

い漆の

葉が、コ

ースの

横に浮

かび上

がり、競

り出して、もう秋の紅葉だ、ゴルフの醍醐味は、別途、自

然鑑賞にあるのかもしれない。悪いスコァーも忘れる、と

思いつつ、また、三島市街、その先のぼやけた海を見る。 

夕刻からは	 宿泊先「御殿場時之栖ホテル」で豪華夕食

会、イルミネーションが素晴らしい通り抜けを通り、夕食

会場（大レストラン）へ、ヴァィツセン	 ビールを注文し

た。旨い、美味しい！マスターズの選手は、皆、笑顔、ビ

ールで乾杯、喉を潤す。ゴルフプレー中の真剣な顔立ちも

さることながら、やっぱり笑顔ですね、ホテル別室で、表

彰式、チャンピオンは、Ｍ氏（アコーディオンの名手）、

おめでとうございました。 

その後、歓談

は尽きず、お酒、

蟒蛇の合唱団、

これが、マスタ

ーズの底力かと

思った。楽しい

次回の「日本丸

マスターズゴル

フ大会」が待遠しくなります！ 

	 毎回、「ゴルフ倶楽部」、「時之栖ホテル」のご手配を頂

いている先輩各氏、今回の幹事さんに感謝申し上げます。

無事、翌日（１０月２２日（火））朝食後、マスターズ達

は、元気にホテルを後にしました。今日は、令和、即位の

礼、さらに新しい希望に燃えましょう！	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

（岡本） 

	

順位		 	 氏	名		 	 		 Out	In		 GRS	HDCP	NET		

優			 勝	 	松尾	 英士		 48	 56	 104	 	32.4	 71.6	 	 		

準	優	勝		 稲垣	 	 孟	 	49	 44	 	93	 	18.0	 75.0	

第	 ３位		 佐藤	 精吾			46	 43	 	89	 	12.0	 77.0		 	

第	 ４位		 長崎	 浩一		 44	 48	 	92	 	14.4	 77.6		

第	 ５位		 川島	 通明	 	63	 61		124	 	45.6	 78.4	

第	 ６位		 西山	 		豊	 	60	 49	 109	 	30.0	 79.0	

第	 ７位		 岡本		昭男		 56	 51	 107		 27.6	 79.4	

第	 ８位		 石井	 邦雄		 46	 57	 103		 21.6	 81.4	

第	 ９位	 	鶴野	 正樹	 	58	 61	 119	 	36.0	 83.0		

第１０位	 	山路	 永司		 61	 62	 123	 	39.6	 83.4	 	 	

第１１位		 植木	 孝典	 	56	 59	 115		 31.2	 83.8	

第１２位		 新木	 邦男		 56	 58	 114		 30.0	 84.0	

第１３位	 	本間	 英臣		 66	 60	 126		 40.8	 85.2	

第１４位			伊藤	 隆輔	 	65	 58	 123		 34.8	 88.2	

	

編集後記（いつもの言い訳）	

岡本さんからの原稿は、なんと帰宅当日の午後に届いていまし

た。まるで従軍記者さながらの速稿。発行がこんなに遅れたのは、

ひとえに編集子の怠慢のせいです。岡本さんごめんなさい。	


